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(57)【要約】
【課題】光源等の付帯設備を設ける必要がなく、臭気成
分の吸着量の蓄積を抑制して優れた脱臭性能を得ること
ができる熱交換器用アルミニウムフィン材を提供する。
【解決手段】フィン材１Ａは、ＡｌまたはＡｌ合金から
なる基板２と、基板２上に設けられた下地処理層３と、
下地処理層３上に設けられた膜厚が０．０５～５μｍの
樹脂系親水層４と、平均粒子径が樹脂系親水層４の膜厚
よりも０．０５～１００μｍ大きく、樹脂系親水層４の
表面に露呈するように樹脂系親水層４に保持された脱臭
粒子５とを備える。脱臭粒子５として、酸化還元作用を
有する金属錯体、例えば、Ｆｅフタロシアニン錯体やＣ
ｏフタロシアニン錯体からなる粒子と、中和作用を有す
る無機系化合物、例えば、ＺｒとＰを含む無機化合物か
らなる粒子のいずれか一方または両方を用いる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アルミニウムまたはアルミニウム合金からなる基板と、
　前記基板上に設けられた下地処理層と、
　前記下地処理層上に設けられた膜厚が０．０５～５μｍの樹脂系親水層と、
　平均粒子径が前記樹脂系親水層の膜厚よりも０．０５～１００μｍ大きく、前記樹脂系
親水層の表面に露呈するように当該樹脂系親水層に保持された脱臭粒子と、を備え、
　前記脱臭粒子は、酸化還元作用を有する金属錯体からなる粒子と、中和作用を有する無
機系化合物からなる粒子のいずれか一方または両方であることを特徴とする熱交換器用ア
ルミニウムフィン材。
【請求項２】
　前記樹脂系親水層は、前記下地処理層側に設けられた難溶性の第１樹脂系親水層と、当
該第１樹脂系親水層上に設けられた水溶性の第２樹脂系親水層とからなり、
　前記脱臭粒子は、前記第２樹脂系親水層のみに保持された状態で前記第２樹脂系親水層
の表面に露呈していることを特徴とする請求項１に記載の熱交換器用アルミニウムフィン
材。
【請求項３】
　前記樹脂系親水層は、前記下地処理層側に設けられた難溶性の第１樹脂系親水層と、当
該第１樹脂系親水層上に設けられた水溶性の第２樹脂系親水層とからなり、
　前記脱臭粒子は、前記第１樹脂系親水層に保持された状態で前記第２樹脂系親水層の表
面に露呈していることを特徴とする請求項１に記載の熱交換器用アルミニウムフィン材。
【請求項４】
　前記樹脂系親水層は、前記下地処理層側に設けられた難溶性の第１樹脂系親水層と、当
該第１樹脂系親水層上に設けられた水溶性の第２樹脂系親水層とからなり、
　前記脱臭粒子として、前記第１樹脂系親水層に保持された状態で前記第２樹脂系親水層
の表面に露呈している粒子と、前記第２樹脂系親水層のみに保持された状態で前記第２樹
脂系親水層の表面に露呈している粒子とを備えていることを特徴とする請求項１に記載の
熱交換器用アルミニウムフィン材。
【請求項５】
　前記脱臭粒子は、Ｆｅフタロシアニン錯体からなる粒子、Ｃｏフタロシアニン錯体から
なる粒子、Ｚｒ及びＰを含む無機化合物からなる粒子から選ばれた１種または複数種の粒
子であることを特徴とする請求項１から請求項４のいずれか１項に記載の熱交換器用アル
ミニウムフィン材。
【請求項６】
　前記脱臭粒子に含まれるＦｅ，Ｃｏ，Ｚｒの合計含有量が、前記樹脂系親水層１ｍ２あ
たり、０．１～５００ｍｇであることを特徴とする請求項５に記載の熱交換器用アルミニ
ウムフィン材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アルミニウムまたはアルミニウム合金を基材としてなるフィン材に関し、特
に、脱臭性能を有する熱交換機用アルミニウムフィン材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、住宅の気密性が向上し、また、健康や環境への関心が高まるにつれて、エアコン
が、居室空間からタバコ臭やペット臭、建材から発生する揮発性有機化合物の臭気等を脱
臭するために用いられるようになってきている。例えば、臭気成分を吸着する機能を有す
る活性炭にシリカゲルを組み合わせて、脱臭性を維持しつつ、湿気交換性を持たせたハニ
カム構造体からなる脱臭全熱交換器が知られている（例えば、特許文献１参照）。また、
光触媒を用いた技術として、熱交換器を構成しているアルミニウムフィン材の表面に、酸
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化チタン等の常温酸化触媒を塗布し、自然光または室内光をこの常温酸化触媒に照射する
構造を有する熱交換器が知られている（例えば、特許文献２参照）。さらに、吸着作用と
光触媒作用とを併せ持つ材料としてのチタンアパタイトを用いた熱交換器が提案されてい
る（例えば、特許文献３参照）。
【特許文献１】特開昭５８－１８２０９７号公報
【特許文献２】特許第３０９３９５３号公報
【特許文献３】特開２００５－２１４４６９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、吸着作用を用いた技術では、脱臭剤への臭気成分の吸着量が蓄積するに
したがって脱臭性能が低下し、ついには吸着飽和となって脱臭性能がなくなり、逆に、脱
臭剤が臭気の発生源となってしまうおそれがある。また、光触媒を用いた技術では、脱臭
性能を発現させるために紫外線等の光が必要となるために、光照射のための光源を設けた
り、光源導入穴を設けたりする必要がある等の問題がある。
【０００４】
　本発明はかかる事情に鑑みてなされたものであり、光源等の付帯設備を設ける必要がな
く、臭気成分の吸着量の蓄積を抑制して優れた脱臭性能を得ることができる熱交換器用ア
ルミニウムフィン材を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明に係る熱交換器用アルミニウムフィン材は、アルミニウムまたはアルミニウム合
金からなる基板と、前記基板上に設けられた下地処理層と、前記下地処理層上に設けられ
た膜厚が０．０５～５μｍの樹脂系親水層と、平均粒子径が前記樹脂系親水層の膜厚より
も０．０５～１００μｍ大きく、前記樹脂系親水層の表面に露呈するように当該樹脂系親
水層に保持された脱臭粒子と、を備え、前記脱臭粒子は、酸化還元作用を有する金属錯体
からなる粒子と、中和作用を有する無機系化合物からなる粒子のいずれか一方または両方
であることを特徴とする。
【０００６】
　このような構成によれば、臭気成分を酸化還元作用または中和作用により無臭化するた
め、吸着による臭気成分の蓄積がなく、脱臭性能の低下が抑制され、脱臭粒子が臭気源と
なることを回避することができる。また、脱臭粒子は、光を必要とせずとも脱臭性能を発
揮するため、光源等の付帯設備を設ける必要がない。また、脱臭機能を発現する脱臭粒子
の外気への露出面積が広いために、使用初期の段階から優れた脱臭性能を示す。また、樹
脂系親水層の厚さを前記の所定値とすることで、優れた加工性が得られる。
【０００７】
　本発明に係る熱交換器用アルミニウムフィン材において、前記樹脂系親水層は、前記下
地処理層側に設けられた難溶性の第１樹脂系親水層と、当該第１樹脂系親水層上に設けら
れた水溶性の第２樹脂系親水層とからなる層構造とすることができる。この場合に、前記
脱臭粒子は、前記第２樹脂系親水層のみに保持された状態で前記第２樹脂系親水層の表面
に露呈していてもよいし、前記第１樹脂系親水層に保持された状態で前記第２樹脂系親水
層の表面に露呈していてもよい。さらに、前記脱臭粒子として、前記第１樹脂系親水層に
保持された状態で前記第２樹脂系親水層の表面に露呈している粒子と、前記第２樹脂系親
水層のみに保持された状態で前記第２樹脂系親水層の表面に露呈している粒子とを備えて
いてもよい。
【０００８】
　脱臭粒子が実質的に前記第２樹脂系親水層のみに保持されている状態では、外気に露呈
する脱臭粒子の表面積が増えるために、高い脱臭性能が得られる。一方、脱臭粒子を第１
樹脂系親水層に保持させることで、結果的に、第２樹脂系親水層の表面に露呈している脱
臭粒子は第２樹脂系親水層にも保持されていることとなるため、脱臭粒子が強固に保持さ
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れて、耐久性が高められる。第１樹脂系親水層と第２樹脂系親水層のそれぞれに脱臭粒子
を保持させることで、前記した各効果を同時に得ることができる。したがって、用途や要
求に応じて、どの形態を選択するかを決定すればよい。水溶性の樹脂系親水層は潤滑性に
優れるため、水溶性の樹脂系親水層を最表面に設けることによって、熱交換器用アルミニ
ウムフィン材の加工性を向上させることができる。
【０００９】
　本発明に係る熱交換器用アルミニウムフィン材においては、前記樹脂系親水層に保持さ
れている脱臭粒子は、Ｆｅフタロシアニン錯体からなる粒子、Ｃｏフタロシアニン錯体か
らなる粒子、Ｚｒ及びＰを含む無機化合物からなる粒子から選ばれた１種または複数種の
粒子であることが好ましい。
【００１０】
　このような脱臭粒子を用いることにより、光の照射等を必要とすることなく、吸着作用
と共に酸化還元作用や中和作用による高い脱臭性能を得ることができる。
【００１１】
　本発明に係る熱交換器用アルミニウムフィン材においては、前記樹脂系親水層に保持さ
れている脱臭粒子に含まれるＦｅ，Ｃｏ，Ｚｒの合計含有量は、前記樹脂系親水層１ｍ２

あたり、０．１～５００ｍｇであることが好ましい。
【００１２】
　これにより、脱臭粒子の脱臭性能を効果的に発揮させながら、熱交換器用アルミニウム
フィン材として要求される結露防止等のための親水性を確保することができ、また、良好
な加工性を得ることができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、脱臭粒子を樹脂系親水層の表面に露呈させて、脱臭粒子が臭気物質と
接触しやすくしているため、使用初期より優れた脱臭性が得られる。また、所定の化合物
を備えた脱臭粒子を用いることにより、光照射を必要とすることなく、吸着作用と共に酸
化還元作用や中和作用による優れた脱臭性能が得られる。さらに、脱臭粒子の平均粒子径
と樹脂系親水層の厚さを所定値に設定することや、脱臭粒子に含まれる金属量を制御する
ことにより、脱臭効果のみならず、フィン材の基本特性である親水性や加工性、耐食性を
兼備させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら詳細に説明する。
　《第１実施形態》
　図１に本発明の第１実施形態に係る熱交換器用アルミニウムフィン材（以下「フィン材
」という）の概略構造を表した断面図を示す。このフィン材１Ａは、アルミニウム（Ａｌ
）またはＡｌ合金からなる基板２と、基板２上に設けられた下地処理層３と、下地処理層
３上に設けられた樹脂系親水層４とを備えており、樹脂系親水層４の表面に露呈するよう
に、脱臭粒子５が樹脂系親水層４に保持されている。
【００１５】
　図１では基板２の片面にのみ、下地処理層３と樹脂系親水層４を設けた形態を示してい
るが、下地処理層３と樹脂系親水層４は基板２の両面に設けられていてもよい。また、フ
ィン材１Ａの耐食性の向上を目的として、下地処理層３と樹脂系親水層４との間に、疎水
性耐食樹脂皮膜（図示せず）を設けることも可能である。以下、これらの各構成要素につ
いて説明する。
【００１６】
　＜基板２＞
　基板２は、ＡｌまたはＡｌ合金よりなる板材であって、熱伝導性及び加工性に優れるＪ
ＩＳ　Ｈ４０００規定の１０００系のＡｌ材料が好適に用いられ、より好ましくは合金番
号１２００のＡｌ合金が用いられる。なお、フィン材１Ａにおいては、強度、熱伝導性及
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び加工性等を考慮して、板厚が０．０８～０．３ｍｍ程度のものが好適に使用される。
【００１７】
　＜下地処理層３＞
　下地処理層３は、フィン材１Ａの耐食性を高めると共に、基板２と樹脂系親水層４との
密着性を向上させる役割を担う層であり、無機酸化物または有機－無機複合化合物よりな
る。無機酸化物としては、主成分としてクロム（Ｃｒ）またはジルコニウム（Ｚｒ）を含
むものが好適に用いられ、例えば、リン酸クロメート処理、リン酸ジルコニウム処理、ク
ロム酸クロメート処理を行うことにより形成されたものが挙げられる。
【００１８】
　下地処理層３は、耐食性を奏するものであれば、これらに限定されず、例えば、リン酸
亜鉛処理あるいはリン酸チタン酸処理を行うことによって形成されたものであってもよい
。また、有機－無機複合化合物としては、塗布型クロメート処理または塗布型ジルコニウ
ム処理を行うことにより形成されたもので、アクリル－ジルコニウム複合体等が挙げられ
る。なお、下地処理層３を形成する前に、基板２の表面にアルカリ性脱脂液をスプレー等
して、基板２の表面を予め脱脂することが好ましく、これにより基板２と下地処理層３と
の密着性を向上させることができる。
【００１９】
　下地処理層３は、基板２の単位面積（１ｍ２）あたりの塗布量で、ＣｒまたはＺｒを１
～１００ｍｇ／ｍ２の範囲で含有するものが好ましく、また、下地処理層３の膜厚は１～
１００ｎｍとすることが好ましい。但し、これらの設定値は、使用目的等に合わせて適宜
変更が可能である。
【００２０】
　＜樹脂系親水層４＞
　樹脂系親水層４は、フィン材１Ａの表面の結露水の流動性を向上させる。これにより、
フィン材１Ａの表面に汚染物質が付着しても、この結露水で洗い落とすことが可能になる
。樹脂系親水層４を構成する親水性樹脂としては、水酸基もしくは水酸基誘導体、カルボ
キシル基もしくはカルボキシル基誘導体またはスルホン酸基もしくはスルホン酸基誘導体
等の官能基を有する親水性樹脂が挙げられる。これらの各官能基の誘導体には、ナトリウ
ムやカリウム等の１価の金属塩、カルシウム等の２価の金属塩、アンモニウム塩等の有機
塩基化合物の塩等が含まれる。これらの官能基を有する親水性樹脂であれば特に物質制限
はない。
【００２１】
　特に、樹脂系親水層４がスルホン酸基もしくはスルホン酸基誘導体を含有する親水性樹
脂からなる場合には、親水性樹脂の主鎖（炭素鎖）とスルホン酸基（もしくはスルホン酸
基誘導体）との電気陰性度の差異により、極性の高い層となる。そのため、樹脂系親水層
４に汚染物質が付着しても、結露水が樹脂系親水層４と汚染物質との間に割り込み、汚染
物質が流れ落ちやすくなる。
【００２２】
なお、樹脂系親水層４は、１種類の親水性樹脂から構成されたものであってもよく、２種
以上の親水性樹脂を混合して構成されたものであってもよい。
【００２３】
　樹脂系親水層４の膜厚は、フィン材１Ａの加工性や伝熱性、コストを考慮して、０．０
５～５μｍとされ、０．２～２μｍとすることがより好ましい。樹脂系親水層４は、その
表面ができるだけ平坦であることが好ましい。樹脂系親水層４の表面が微細な凹凸を有し
ていると、汚染物質の吸着面積が相対的に大きくなり、汚染物質の付着量が多くなるため
、結露水で洗い落とす効果が小さくなる。
【００２４】
　前記した種々の官能基を有する親水性樹脂には、化学構造や官能基の数、官能基の種類
に依存して、水溶性のものと難溶性（非水溶性）のものとがある。樹脂系親水層４として
は、これら２種類の性質の異なる親水性樹脂のいずれを用いても脱臭性能には大差はない



(6) JP 2009-243741 A 2009.10.22

10

20

30

40

50

。非水溶性の親水性樹脂は、耐汚染性（すなわち、親水性を阻害する汚染物質を付着させ
ない、あるいは、付着後結露水で洗い落とす性質）に優れ、例えば、ポリアクリル酸、ア
クリル酸／スルホン酸系モノマー共重合体、スチレンスルホン酸－マイレン酸の共重合体
（コポリマー）等が用いられる。水溶性の親水性樹脂は潤滑性に優れているため、フィン
材１Ａの加工性を向上させ、例えば、カルボキシメチルセルロースナトリウム、ポリビニ
ルアルコール、ポリエチレンオキサイド等が用いられる。後記するように、これらの２種
類の親水性樹脂で層構造を構成することも好ましい。
【００２５】
　＜脱臭粒子５＞
　脱臭粒子５は、種々の臭気成分を化学反応により無臭化させる役割を担う。脱臭粒子５
は、例えば、タバコ臭の成分であるアセトアルデヒド、アンモニア及び酢酸に対し、酸化
還元作用を有する金属錯体や中和作用を有する無機系化合物からなり、臭気成分を化学変
化させて脱臭する。金属錯体としては、Ｆｅフタロシアニン錯体（Ｆｅとフタロシアニン
の配位化合物）またはＣｏフタロシアニン錯体（Ｃｏとフタロシアニンの配位化合物）が
好適に用いられ、これらは酸化還元作用による脱臭効果が高い。また、無機系化合物とし
ては、ジルコニウム（Ｚｒ）とリン（Ｐ）を含むものが好適に用いられ、これは中和作用
による脱臭効果が高い。
【００２６】
　このように、脱臭粒子５は、吸着作用と共に酸化還元作用や中和作用による優れた脱臭
効果を奏するが、臭気成分の吸着量の蓄積が酸化還元作用や中和作用によって抑制される
ため、脱臭効果の低下や脱臭粒子が臭気源となることを回避することができる。また、脱
臭効果には光を必要としないため、光源等の付帯設備を設ける必要がなく、さらに、フィ
ン材１Ａの周囲の構造に影響を与えないので、この周囲の構造の設計自由度を高めること
ができる。
【００２７】
　脱臭粒子５の平均粒子径は、樹脂系親水層４の膜厚に対し、０．０５～１００μｍ大き
くする。なお、脱臭粒子５の粒子径には通常分布があり、本発明における脱臭粒子５の平
均粒子径とは、脱臭粒子５を水系溶媒等に分散させた状態で、レーザー回折式粒度分布測
定器等で測定した積算体積５０％粒子径をいう。これにより、脱臭粒子５が樹脂系親水層
４の表面に初期状態から露出して臭気成分と接触することにより、優れた脱臭効果が得ら
れる。また、脱臭粒子５に含まれるＦｅ，Ｃｏ，Ｚｒの合計含有量が、樹脂系親水層４の
単位面積（１ｍ２）あたり、０．１～５００ｍｇ（以下、例えば「０．１ｍｇ／ｍ２」の
ように記す）の範囲内となるように、樹脂系親水層４に含まれる脱臭粒子５の量を調整す
ることが好ましい。この金属量が０．１ｍｇ／ｍ２に満たない場合は、十分な脱臭効果が
得られず、一方、５００ｍｇ／ｍ２を超えると、脱臭効果は得られるものの、樹脂系親水
層４中に多量に存在する脱臭粒子５が、フィン材１Ａの表面の親水性やフィン材１Ａの加
工性及び耐食性を低下させる。
【００２８】
　＜疎水性耐食樹脂皮膜＞
　疎水性耐食樹脂皮膜（図示せず）は、フィン材１Ａの耐食性の向上を目的として、下地
処理層３と樹脂系親水層４との間に設けることができる。疎水性耐食樹脂皮膜としては、
ウレタン系樹脂、エポキシ系樹脂、ポリエステル系樹脂及びポリアクリル酸系樹脂のうち
の少なくとも１種よりなる疎水性樹脂を用いることが可能であり、その膜厚は０．５～５
μｍとすることが好ましい。
【００２９】
　ウレタン系樹脂とポリエステル系樹脂について、広義には、ポリエステル系樹脂の概念
の中にウレタン系樹脂を含める場合もあるため、前記記載のウレタン系樹脂とポリエステ
ル系樹脂との定義を以下に述べる。
【００３０】
　すなわち、ここでは、ウレタン系樹脂とは、組成中にウレタン結合を繰返し持つ化合物
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であり、イソシアネート基を２個以上持ったポリイソシアネート化合物（Ｏ＝Ｃ＝Ｎ－Ｒ
－Ｎ＝Ｃ＝Ｏ）と、水酸基を２個以上持ったポリオール化合物（ＨＯ－Ｒ１－ＯＨ）、ポ
リアミン（Ｈ２Ｎ－Ｒ２－ＮＨ２）または活性水素（－ＮＨ２、－ＮＨ、－ＣＯＮＨ－等
）を持った化合物等とが反応して得られるものである。なお、Ｒ、Ｒ１、Ｒ２は脂肪族ア
ルキルまたは芳香族アルキル等を指す。
【００３１】
　一方、ポリエステル系樹脂とは、多価カルボン酸（ジカルボン酸）とポリアルコール（
ジオール）との重縮合体を指し、ポリアルコール（アルコール性の官能基－ＯＨを複数有
する化合物）と、多価カルボン酸（カルボン酸官能基－ＣＯＯＨを複数有する化合物）を
反応（脱水縮合）させて合成されることを基本とする。
【００３２】
　《第２実施形態》
　図２に本発明の第２実施形態に係るフィン材の概略構造を表した断面図を示す。このフ
ィン材１Ｂは、基板２と、基板２上に設けられた下地処理層３と、下地処理層３上に設け
られた第１樹脂系親水層４ａと、第１樹脂系親水層４ａ上に設けられた第２樹脂系親水層
４ｂとを備えている。第２樹脂系親水層４ｂの表面に露呈するように、脱臭粒子５が第２
樹脂系親水層４ｂに保持されており、これにより、初期段階から良好な脱臭効果を得るこ
とができる。フィン材１Ｂでは、第１樹脂系親水層４ａと第２樹脂系親水層４ｂの合計膜
厚を、先に説明したフィン材１Ａと同様の理由で０．０５～５μｍとし、０．２～２μｍ
とすることがより好ましい。これは、後記するフィン材１Ｃ，１Ｄについても同様である
。
【００３３】
　フィン材１Ｂを構成する基材２、下地処理層３及び脱臭粒子５は、フィン材１Ａで用い
られているものと同じである。第１樹脂系親水層４ａは前記した難溶性の親水性樹脂から
なり、第２樹脂系親水層４ｂは前記した水溶性の親水性樹脂からなる。第２樹脂系親水層
４ｂを最表面に設けることにより、加工性を高めることができる。フィン材１Ｂにおいて
は、第１樹脂系親水層４ａは、親水性及び耐食性を持続させる役割を担う。
【００３４】
　《第３実施形態》
　図３に本発明の第３実施形態に係るフィン材の概略構造を表した断面図を示す。このフ
ィン材１Ｃは、基板２と、基板２上に設けられた下地処理層３と、下地処理層３上に設け
られた第１樹脂系親水層４ａと、第１樹脂系親水層４ａ上に設けられた第２樹脂系親水層
４ｂとを備えており、第２樹脂系親水層４ｂの表面に露呈するように、脱臭粒子５が第１
樹脂系親水層４ａに保持されている。
【００３５】
　フィン材１Ｂを構成する基材２、下地処理層３及び脱臭粒子５は、フィン材１Ａで用い
られているものと同じである。第１樹脂系親水層４ａは前記した難溶性の親水性樹脂から
なり、第２樹脂系親水層４ｂは前記した水溶性の親水性樹脂からなる。フィン材１Ｃでは
、第２樹脂系親水層４ｂを最表面に形成することにより、加工性を向上させることができ
る。また、第２樹脂系親水層４ｂを形成しても、第１樹脂系親水層４ａに保持された脱臭
粒子５が第２樹脂系親水層４ｂの表面に露呈した状態とすることで、初期段階から良好な
脱臭効果を得ることができる。さらに、脱臭粒子５は、必然的に第２樹脂系親水層４ｂに
も保持されているため、強固に保持されることとなり、成形の際の脱落および使用時の脱
落を抑制することができる。
【００３６】
　《第４実施形態》
　図４に本発明の第４実施形態に係るフィン材の概略構造を表した断面図を示す。このフ
ィン材１Ｄは、基板２と、基板２上に設けられた下地処理層３と、下地処理層３上に設け
られた第１樹脂系親水層４ａと、第１樹脂系親水層４ａ上に設けられた第２樹脂系親水層
４ｂとを備えている。脱臭粒子５には、第１樹脂系親水層４ａに保持されて第２樹脂系親
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水層４ｂの表面に露呈しているものと、第２樹脂系親水層４ａに保持されて第２樹脂系親
水層４ｂの表面に露呈しているものとがある。
【００３７】
　フィン材１Ｂを構成する基材２、下地処理層３及び脱臭粒子５は、フィン材１Ａで用い
られているものと同じである。第１樹脂系親水層４ａは前記した難溶性の親水性樹脂から
なり、第２樹脂系親水層４ｂは前記した水溶性の親水性樹脂からなる。このフィン材１Ｄ
でも、第２樹脂系親水層４ｂを最表面に形成することにより、加工性を向上させることが
できる。また、第２樹脂系親水層４ｂに保持されてその表面に露呈した脱臭粒子５に加え
て、第１樹脂系親水層４ａに保持された脱臭粒子５の一部が第２樹脂系親水層４ｂの表面
に露呈するため、初期段階から優れた脱臭効果を得ることができる。さらに、第１樹脂系
親水層４ａに保持された脱臭粒子５は、成形及び使用の際にも脱落し難いという利点があ
る。
【００３８】
　《フィン材の製造方法》
　フィン材１Ｃを例に、その製造方法の一例について説明する。まず、基板２の片面また
は両面（下地処理層３を形成する面）にアルカリ性脱脂液をスプレー等することにより、
その処理面を脱脂した後、リン酸クロメート処理またはリン酸ジルコニウム処理等を施す
ことにより、下地処理層３たる皮膜を形成する。ここで、リン酸クロメート処理等には、
基板２に化成処理液をスプレー等により塗布する方法を用いることができる。続いて、脱
臭粒子５を均一分散させた難溶性の親水性樹脂を下地処理層３上に、スプレー塗布やバー
コーターやロールコーター等の公知の塗布方法で塗布し、その後、所定の温度で焼き付け
る。こうして、第１樹脂系親水層４ａが形成される。この焼き付け温度（基板温度）は、
用いた親水性樹脂によって異なるが、大凡、２００～３００℃とすることが好ましい。
【００３９】
　次に、所定の水溶性の親水性樹脂を、前記した各種方法により塗布し、焼き付けて、第
２樹脂系親水層４ｂを形成する。このときの焼き付け温度は、第１樹脂系親水層４ａを形
成する際の焼き付け温度以下、例えば、大凡１００～２００℃とすることが好ましい。ま
た、第１樹脂系親水層４ａに保持されている脱臭粒子５の平均粒子径を考慮し、第２樹脂
系親水層４ｂが形成された後にも、脱臭粒子５が第２樹脂系親水層４ｂの表面に露出する
ように、第２樹脂系親水層４ｂの膜厚を調整する。
【実施例】
【００４０】
　以下に本発明の効果を確認した実施例について説明するが、本発明がこれらの実施例の
構成に限定されるものでないことは言うまでもない。
【００４１】
　《試料作製》
　表１に試料として作製したフィン材の構成を示す。実施例１～７は図１に記載されたフ
ィン材１Ａの構造を有している。
　実施例１～７では、まず、基板２としてＡｌ材（ＪＩＳ　Ｈ４０００　Ａ１２００）か
らなり、厚さ０．１０ｍｍの板材を用い、その片面にアルカリ性脱脂液による脱脂処理を
実施した後、リン酸クロメート処理を行い、下地処理層３としてのリン酸クロメート皮膜
を形成した。アルカリ性脱脂液としては、日本ペイント株式会社製サーフクリーナー（登
録商標）ＥＣ３７０を、化成処理液としては、日本ペイント株式会社製アルサーフ（登録
商標）４０１ＫＢ－２／４５ＫＢを使用した。このとき、下地処理層３の塗布量は蛍光Ｘ
線法にて測定し、リン酸クロメート皮膜を塗布量がＣｒ換算で２０ｍｇ／ｍ２（このとき
の厚さは約２０ｎｍ）となるように形成した。なお、蛍光Ｘ線測定は、（株）島津製作所
製の波長分散型蛍光Ｘ線装置（ＬＡＢ　ＣＥＮＴＥＲ　ＸＲＦ－１８００）を使用した。
次いで、下地処理層３上に親水性樹脂としてポリアクリル酸を用いて膜厚が０．０５～５
μｍの樹脂系親水層４を形成した。例えば、実施例１では、樹脂系親水層４の形成にあた
って、平均粒子径が０．５μｍのＦｅフタロシアニン錯体を、Ｆｅ量（塗布量）が０．１
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のＣｒ量と同様、予め検量線を作成し、蛍光Ｘ線法にて測定した。実施例２～７について
、樹脂系親水層４に保持させた脱臭粒子の詳細は、表１に示す通りである。なお、ポリア
クリル酸は難溶性の親水性樹脂であり、後記の実施例の構成と対比する観点から、表１に
示す通り、実施例１～７で形成した樹脂系親水層４を、便宜上、第１樹脂系親水層として
扱っている。また、Ｃｏ量およびＺｒ量については、Ｆｅ量と同様に、蛍光Ｘ線法により
測定した。
【００４２】
　実施例８～１２は図２に示すフィン材１Ｂの構造を有する。実施例８～１２の各試料の
作製における下地処理層３の形成までの工程は、実施例１～７の各試料における下地処理
層３の形成までの工程と同じである。下地処理層３上に親水性樹脂としてポリアクリル酸
を用いて膜厚が１μｍの第１樹脂系親水層４ａを形成した後、親水性樹脂としてポリエチ
レンオキサイドを用いて、膜厚が０．１～４μｍであり、表１に示される所定の脱臭粒子
を含む第２樹脂系親水層４ｂを、第１樹脂系親水層４ａ上に形成した。
【００４３】
　実施例１３，１４は図３に示すフィン材１Ｃの構造を有する。実施例１３，１４で用い
た基板２、下地処理層３、第１樹脂系親水層４ａを構成する親水性樹脂及び第２樹脂系親
水層４ｂを構成する親水性樹脂は、実施例８で用いたものと同じである。第１樹脂系親水
層４ａと第２樹脂系親水層４ｂの各膜厚と第１樹脂系親水層４ａが保持する脱臭粒子の詳
細は、表１に示す通りである。
【００４４】
　実施例１５，１６は図４に示すフィン材１Ｄの構造を有する。実施例１５，１６で用い
た基板２、下地処理層３、第１樹脂系親水層４ａを構成する親水性樹脂及び第２樹脂系親
水層４ｂを構成する親水性樹脂は、実施例８で用いたものと同じである。第１樹脂系親水
層４ａと第２樹脂系親水層４ｂの各膜厚と第１樹脂系親水層４ａと第２樹脂系親水層４ｂ
がそれぞれ保持する脱臭粒子の詳細は、表１に示す通りである。
【００４５】
　比較例１として、脱臭粒子を含まないフィン材を作製した。比較例１で用いた基板２、
下地処理層３、第１樹脂系親水層４ａは、実施例１で用いたものと同じである。また、比
較例２は実施例１～７と同様に作製し、比較例３は実施例８～１２と同様に作製し、比較
例４，５は実施例１３，１４と同様に作製し、比較例６～８は実施例１５，１６と同様に
作製した。第１樹脂系親水層４ａと第２樹脂系親水層４ｂの各膜厚と用いた脱臭粒子の詳
細は、表１に示す通りである。
【００４６】
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【表１】

【００４７】
　《試料の評価》
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　作製した各試料について、脱臭性評価、親水性評価、加工性評価、耐食性評価を、以下
の通りに行った。その結果を表２に示す。
【００４８】
【表２】

【００４９】
　［脱臭性評価］
　各試料の脱臭性評価は、１Ｌ（リットル）の脱臭試験用袋に１枚の試料（１０ｃｍ×１
０ｃｍ）を入れ、臭気成分としてアセトアルデヒド、アンモニア及び酢酸を各５０ｐｐｍ
注入した後、初期および７２時間後の各臭気成分の濃度を検知管により測定した。各臭気
成分の初期濃度を１００％とし、７２時間後の濃度減少率を算出し、５０％を超える濃度
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減少率を示したものを合格として表２に「○」で示し、５０％以下の濃度減少率を示した
ものを不合格として表２に「×」で示す。
【００５０】
　［親水性評価］
　親水性は、純水滴下時の接触角をゴニオメータにて測定することにより評価した。測定
された接触角が２０°以下である場合（表２において「○」）と接触角が２０°を超え４
０°以下である場合（表２において「△」）とを合格とし、接触角が４０°を超える場合
（表２において「×」）を不合格とした。
【００５１】
　［加工性評価］
　加工性評価は、実機フィンプレスにて、ドローレス加工を実施した際のカラー成形性を
評価した。成形後のカラーに割れ等がなく、良好である場合（表２において「○」）とリ
フレア部のみのカラー割れの場合（表２において「△」）とを合格とし、リフレア部を超
えた大きなカラー割れの場合（表２において「×」）を不合格とした。
【００５２】
　［耐食性評価］
　耐食性評価は、ＪＩＳＺ２３７１に準じ、塩水噴霧試験を２００時間実施した際の腐食
面積率に応じたレイティングナンバーにて評価した。レイティングナンバーが９．５以上
の場合（表２において「○」）とレイティングナンバーが９．０以上９．５未満の場合（
表２において「△」）とを合格とし、レイティングナンバーが９．０未満の場合（表２に
おいて「×」）を不合格とした。
【００５３】
　［結果］
　表２に示される通り、実施例１～１６のフィン材では、脱臭粒子が最表面に露呈してい
るため、良好な脱臭性が得られた。また、各樹脂系親水層と脱臭粒子について、「樹脂系
親水層の膜厚が０．０５～５μｍであり、脱臭粒子の平均粒子径が樹脂系親水層の膜厚よ
りも０．０５～１００μｍ大きい」という条件を満たしているために、親水性、加工性及
び耐食性についても良好な結果が得られた。
【００５４】
　一方、比較例１では、脱臭粒子を備えていないため、脱臭性能が得られなかった。比較
例２，３では、各樹脂系親水層について、樹脂系親水層の膜厚よりもその樹脂系親水層に
保持されている脱臭粒子の平均粒子径が小さいため、最表面に露呈する脱臭粒子の面積が
小さくなって、良好な脱臭性が得られなかった。比較例４，５では、第２樹脂系親水層の
膜厚が厚すぎるために、第１樹脂系親水層に保持された脱臭粒子が第２樹脂系親水層の表
面に露呈することができず、このため、脱臭性が得られなかった。比較例６，７では、第
１樹脂系親水層について、第１樹脂系親水層の膜厚よりもこれに保持されている脱臭粒子
の平均粒子径が小さく、しかも、第２樹脂系親水層についても、第２樹脂系親水層の膜厚
よりもこれに保持されている脱臭粒子の平均粒子径が小さいため、脱臭性が得られなかっ
た。比較例８は、第２樹脂系親水層の膜厚が厚すぎるために、第１樹脂系親水層に保持さ
れた脱臭粒子が第２樹脂系親水層の表面に露呈することができず、かつ、第２樹脂系親水
層の膜厚よりもこれに保持されている脱臭粒子の平均粒子径が小さくいため、脱臭性が得
られなかった。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】本発明の第１実施形態に係るフィン材の概略断面図である。
【図２】本発明の第２実施形態に係るフィン材の概略断面図である。
【図３】本発明の第３実施形態に係るフィン材の概略断面図である。
【図４】本発明の第４実施形態に係るフィン材の概略断面図である。
【符号の説明】
【００５６】
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　　１Ａ，１Ｂ，１Ｃ，１Ｄ　　　フィン材
　　２　　　基板
　　３　　　下地処理層
　　４　　　樹脂系親水層
　　４ａ　　第１樹脂系親水層
　　４ｂ　　第２樹脂系親水層
　　５　　　脱臭粒子

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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